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外来診療表 月 火 水 木 金 土

内科
一般

午前
8：30～
12：30

玉城 仁
玉城 清嗣
玉城 靜
山城 信

玉城 清嗣
玉城 靜
山城 信

玉城 仁
玉城 靜
伊敷 哲也

玉城 清嗣
山城 信
山城 哲

玉城 清嗣
玉城 靜

玉城 仁
玉城 清嗣
玉城 靜
山城 信

午後
13：30～
17：30

玉城 清嗣
玉城 靜
山城 信
岡田 達夫
（毎月第4月曜）

玉城 仁
玉城 靜

玉城 清嗣
玉城 靜
山城 信

玉城 清嗣
玉城 靜

玉城 仁
玉城 靜
山城 信
伊敷 哲也

―

呼吸器
内科

午前
8：30～
12：30

玉城 仁
山城 信

山城 信 玉城 仁 山城 信
玉城 仁
山城 信

午後
13：30～
17：30

山城 信 玉城 仁 山城 信
玉城 仁
山城 信

―

循環器内科
伊敷 哲也
※午前

伊敷 哲也
※午後

田端 一彦
※午前
(毎月第3土曜）

糖尿病・
内分泌外来

岡田 達夫
※午後
（毎月第4月曜）

―

外科・総合診療
嘉陽 宗史
※午後

―

整形外科
玉城 一
※午前
（毎月第2.4土曜）

※午前…8:30～12:30 ※午後…13:30～17:30 休診日：土曜午後、日曜、祝祭日、年末年始、ウークイ

〒902-0061沖縄県那覇市古島1丁目22-1

TEL：（098）885-3333
FAX：（098）885-3338
https://www.hagoromo.or.jp/

↓QRコード

●予防接種 ●法定健診
●各種健康診断 ●骨密度検査
●肺ドック ●がんリスク検査
●睡眠時無呼吸検査 etc.

リハビリテーション

●外来リハビリテーション
●入院リハビリテーション
●訪問リハビリテーション

入院病床

●医療療養型病床59床
●地域包括ケア病床16床

仲本病院

岡田達夫
糖尿病・内分泌外来

第４月曜午後

嘉陽宗史
外科
毎週火曜午後

仲本病院の
ホームページも随時
更新しています。
最新情報はこちらで
ご確認ください♪

田端一彦
循環器内科
第３土曜午前

山城信
呼吸器内科・総合診療

玉城一
整形外科
第２、第４土曜午前

伊敷哲也
循環器内科
毎週水曜午前、金曜午後

副院長玉城 清嗣
総合診療

院長玉城仁
呼吸器内科・総合診療

玉城靜
総合診療

薬剤科は、薬剤師3名、今年度から
薬剤科助手1名が加わり、計4名で
業務を行っています。

ここ数年はコロナの影響により、これまでの業務以外
にも、ディープフリーザーが配置されてからは近隣医療
機関へのワクチン小分け、コロナ内服治療薬の患者
さんへの薬の説明、休日発熱外来での院内調剤対応、
時には他部署の応援として電話対応や検査結果報告なども行ってきました。
この難局を病院全職員で一丸となり乗り越えて、ようやく今は日常業務に
戻りつつあります。
当院は、基本的には院外処方のため、薬剤科は入院患者さんへの処方対
応が主な業務内容ですが、その他に、入院時の持参薬鑑別、医師の処方箋
に基づく定期処方・臨時処方・注射処方の調剤監査、配薬カートの薬セッ
ト、薬剤の発注・期限管理など多岐にわたります。
また、多職種カンファレンスでの薬剤評価、感染・医療安全・褥瘡など委
員会への参加、外部講習会・吸入支援OkinaWaへの協力、入院中の薬剤
変更・処方経過についてお薬手帳を活用した薬薬連携(病院薬剤師と調剤
薬局薬剤師との連携)に繋げています。
今後は更に地域包括ケア病床が増える予定なので、薬剤師の専門性を生か
して、より多くの患者さんのために、多職種と共に更なる向上を目指して
頑張っていきたいと思います。

祝

社会福祉士合格 精神保健福祉士合格

地域医療連携室
ソーシャルワーカー
與那覇 正樹

地域医療連携室
ソーシャルワーカー
比嘉 智恵子

山城 哲
総合診療
毎週木曜午前



仲 本 病 院 建 築 工 事 の 進 捗 状 況

3階病棟ベランダより（2月中旬撮影） 1階の躯体工事が終わり、2階のスラブ(床板)工事まで進んでいます。

ド
イ
ツ
人
の
夕
食

以
前
、
雑
誌
で
ド
イ
ツ
人
の
夕
食
を
紹
介
す

る
記
事
を
読
ん
だ
。
内
容
は
と
い
う
と
、
食
事

は
健
康
を
維
持
す
る
た
め
の
一
環
な
の
で
、
夕

食
時
に
は
、
そ
の
日
摂
っ
た
栄
養
素
の
バ
ラ
ン

ス
を
調
整
す
る
と
言
う
。
そ
の
日
の
過
不
足
は
、

一
人
ひ
と
り
食
べ
る
量
、
種
類
が
違
う
の
は
当

た
り
前
で
、
あ
え
て
美
味
し
さ
に
重
き
を
置
く

こ
と
も
無
く
、
考
え
て
食
べ
る
ら
し
い
。
食
事

が
事
務
的
に
感
じ
ら
れ
、
何
か
人
生
の
楽
し
み

を
奪
わ
れ
た
よ
う
に
も
感
じ
る
が
、
私
に
と
っ

て
は
「
目
か
ら
う
ろ
こ
」
の
ニ
ュ
ー
ス
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
の
子
供
達
の
食
育
は
、
進

ん
で
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
の
飽
食
の
時
代
に
、

子
供
の
貧
困
問
題
は
？
そ
し
て
、
大
人
の
現
状

は
と
い
う
と
生
活
習
慣
病
に
悩
み
、
糖
尿
病
は
、

国
民
病
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
我
が
家
に
は
健
康

診
断
の
前
だ
け
ド
イ
ツ
人
に
な
る
人
が
い
ま
す

が…

ド
イ
ツ
は
子
供
の
頃
か
ら
食
育
が
す
す
ん

で
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
と
も
根
っ
か
ら

の
国
民
性
？
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
日
本
人
が
ド

イ
ツ
人
か
ら
、
学
べ
る
こ
と
が
あ
る
の
で

は
？
」
「
子
供
達
が
大
人
に
な
っ
た
時
、
生
活

習
慣
病
と
い
う
言
葉
が
死
語
で
あ
り
ま
す
よ
う

に
」
と
少
し
つ
ぶ
や
い
て
み
ま
し
た
。

管理栄養士
宮城 和江

カ ナ コ ち ゃ ん の健 康 レ シ ピ

今回は、春らしい彩りでお祝いにもぴったりなメニューを紹介します。

＜作り方＞
①キャベツの葉を1枚ずつ剥がし、硬い部分を取り除いて沸騰
したお湯で茹でる（もしくは耐熱皿に広げ、軽くラップを
かけて電子レンジ500wで1分半加熱する）

②茹でたキャベツの水気を拭いて冷ましておく
③人参、しいたけ、①で取り除いたキャベツの硬い部分を
みじん切りにする

④③とツナを炒め、火が通ったらめんつゆと
おろししょうがを加えて汁気がなくなるまで炒める

⑤温かいご飯に酢、砂糖を混ぜて酢飯を作る
⑥酢飯に④と白ごまを混ぜ、俵型に丸めてキャベツ
の葉で巻く

⑦巻き終わりを下にして皿に並べたら完成です

●春キャベツのロール寿司●

＜材料＞ ３個分
人参…20g
しいたけ…2個
ツナ…30g
キャベツ…葉3枚
ご飯…150g
白ごま…適量
めんつゆ…小さじ1
おろししょうが…適量
酢…小さじ2（お好みで）
砂糖…小さじ1（お好みで）

看
護
基
礎
教
育
に
お
け
る
実
習
の
意
義
お
よ
び
実

習
指
導
者
と
し
て
の
役
割
を
理
解
し
、
効
果
的
な
実

習
指
導
が
出
来
る
よ
う
に
、
必
要
な
知
識
・
技
術
を

習
得
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
看
護
の
臨
地
実
習

は
、
看
護
職
者
が
行
う
実
践
の
中
に
学
生
が
身
を
置

き
、
学
内
で
学
ん
だ
知
識
・
技
術
・
態
度
の
統
合
を

図
り
つ
つ
、
対
象
者
に
向
け
て
看
護
行
為
を
行
い
、

看
護
の
方
法
に
つ
い
て
「
知
る
」
「
わ
か
る
」
段
階

か
ら
「
使
う
」
「
実
践
で
き
る
」
段
階
に
到
達
さ
せ

る
た
め
に
臨
地
実
習
は
不
可
欠
な
過
程
で
す
。

実
習
の
場
で
学
生
は
、
現
実
の
場
面
の
み
が
つ
く
り

出
す
看
護
す
る
喜
び
や
難
し
さ
と
と
も
に
、
自
己
の

新
た
な
発
見
を
実
感
で
き
ま
す
。
学
生
が
で
き
る
こ

と
・
で
き
な
い
こ
と
を
深
く
自
覚
さ
せ
ら
れ
、
対
象

者
に
対
す
る
責
任
を
認
識
し
、
看
護
の
特
質
を
理
解

し
学
習
を
深
め
、
大
き
く
成
長
で
き
る
よ
う
に
指
導

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
4
年
度
沖
縄
県
保
健
師
助
産
師
看
護
師

実
習
指
導
者
講
習
会
受
講
修
了

祝

栄養科 管理栄養士

今年入職した新しい仲間です♪ よろしくお願いします！

令和5年7月から
仲本病院で看護学生
の実習受け入れが
始まります！

2階病棟看護主任
宮良達也

仲本病院長
玉城仁

外来 看護師

若
葉
が
い
っ
せ
い
に
芽
吹
き
、
草
花
は
そ
の
彩
り
を
増
し
大
地
を
潤
し

て
い
く
「
う
り
ず
ん
」
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
、
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
若
い
頃
、
立
ち
止
ま
っ
て
花
を
見
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
最
近
、
徒
歩
通
勤
の
際
に
み
ら
れ
る
赤
や
ピ
ン
ク
色
を
し

た
ツ
ツ
ジ
の
花
々
に
自
然
を
感
じ
癒
や
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
事
な
が

ら
私
が
花
を
愛
で
る
の
は
不
思
議
な
感
じ
で
す
。
５
０
代
に
な
り
価
値
観

が
変
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
4
月
に
は
情
熱
的
な
真
っ
赤
な
デ
イ
ゴ

の
花
が
近
く
の
公
園
に
咲
き
誇
り
ま
す
、
楽
し
み
で
す
。

さ
て
、
進
学
や
就
職
、
転
勤
と
い
っ
た
移
動
の
時
期
で
も
あ
り
、
大
き
な

夢
と
希
望
、
そ
し
て
不
安
も
抱
え
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
も
収
束
に
向
か
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
、
明
る
い
未
来
、

き
っ
と
い
い
こ
と
が
待
っ
て
い
ま
す
。
一
歩
一
歩
、
強
く
や
さ
し
く
前
へ

進
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

当
院
は
１
９
８
２
年
に
先
代
の
仲
本
嘉
見
理
事
長
・
院
長
が
開
院
し
、

地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
必
要
と
さ
れ
る
病
院
に
な
れ
る
よ
う
日
々
、
努
力
を

重
ね
て
参
り
ま
し
た
。
今
年
で
４
１
周
年
に
な
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な

中
、
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
の
大
き
な
変
化
、
現
病
院
の
老
朽
化
も
あ
り
、

今
年
１
2
月
移
転
を
目
指
し
、
現
在
、
新
病
院
を
建
築
中
で
す
。
沖
縄
県

は
2
０
１
8
年
に
超
高
齢
者
社
会
に
な
り
今
後
も
さ
ら
に
高
齢
者
が
急

激
に
増
え
て
く
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄
県
の
長
寿

ラ
ン
キ
ン
グ
低
下
の
原
因
に
肥
満
、
運
動
不
足
、
動
物
性
脂
肪
の
過
剰
摂

取
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
医
療
提
供
に
加
え
、
健
診
部

門
の
充
実
（
健
康
的
な
生
活
習
慣
の
支
援
）
と
亜
急
性
期
医
療
・
リ
ハ
ビ

リ
機
能
を
有
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
の
増
床
の
必
要
性
が
大
き
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
新
病
院
（
増
床
後
の

入
院
病
床
：
地
域
包
括
病
床
４
６
床
、
療
養
病
床
４
8
床
）
で
の
準
備
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
病
院
を
目
指
し
、
よ
り
一
層
の
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も
、
患
者
様
に
寄
り
添
い
、
安
心

し
て
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今
年
度
も
引
き
続
き
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

2

0

2

3

年

度

を

迎

え

て

病棟 外来 受付
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